
『
国
語
教
育
誌
』
の
書
誌
と
記
載
内
容
概
要
(
二
)

本
稿
は
、
本
誌
前
号
に
続
け
て
、
国
語
教
育
学
会
編
『
国
語
教
育
誌
』

の
目
次
と
書
誌
を
示
し
、
加
え
て
掲
載
論
文
・
記
事
の
概
要
を
記
し
た

も
の
で
あ
る
。

『
国
語
教
育
誌
』
は
昭
和
十
三
二
九
三
八
)
年
か
ら
昭
和
十
六
年

ま
で
毎
月
刊
行
さ
れ
た
、
Ａ
５
判
の
各
号
三
十
頁
弱
の
機
関
誌
で
あ
る
。

藤
村
作
を
は
じ
め
と
し
て
、
同
会
理
事
の
島
津
久
基
、
西
尾
実
ら
が
積

極
的
に
執
筆
し
て
い
る
。

刊
行
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、
前
号
に
記
し
た
の
で
略
す
が
、

こ
の
雑
誌
は
戦
時
下
に
お
け
る
国
語
国
文
学
界
・
国
語
教
育
学
界
の
動

向
を
知
る
た
め
の
好
資
料
で
あ
り
、
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
で
各
研
究

者
の
時
局
に
対
す
る
姿
勢
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ゆ
え
に
、
戦

時
下
の
国
語
国
文
学
・
国
語
教
育
研
究
者
の
戦
争
責
任
の
問
題
を
検
討

す
る
際
の
基
礎
資
料
と
な
る
と
の
判
断
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
資
料
紹
介

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

有

働

裕

「
凡
例
」
は
前
号
と
変
更
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
改
め
て
掲
載
し
た
。

凡
例
○
漢
字
の
字
体
に
つ
い
て
は
、
固
有
名
詞
を
含
め
、
で
き
る
だ
け
現
行

の
字
体
に
改
め
た
。
書
誌
情
報
の
本
来
の
在
り
方
か
ら
す
れ
ば
原
本
の

字
体
に
忠
実
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
で
き
る
だ
け
読
み
や
す
い
形

で
提
供
し
、
で
き
れ
ば
若
い
世
代
の
方
に
国
語
教
育
・
国
語
国
文
学
関

係
者
の
戦
争
責
任
の
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
期
待
を
込
め
て
、
こ
の
よ
う
な
形
と
し
た
。

○
本
稿
は
、
表
紙
目
次
、
執
筆
者
紹
介
、
奥
付
、
広
告
の
記
載
内
容
を

転
記
し
、
［
国
語
教
育
学
会
消
息
]
の
見
出
し
の
み
を
記
載
し
た
。
「
国

語
教
育
学
会
消
息
」
の
記
載
内
容
や
編
集
後
記
に
も
重
要
な
情
報
が
含

ま
れ
て
は
い
る
か
、
紙
面
の
都
合
上
止
む
を
得
ず
省
略
し
た
。

○
掲
載
記
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
《
記
載
内
容
概
要
》
に
お
い
て
簡

1-
-



略
に
紹
介
し
た
。

○
『
国
語
教
育
誌
』
の
記
載
内
容
に
は
、
人
名
や
書
名
、
日
付
等
に
誤

り
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
誌
上
の
記
述
を

重
視
し
、
訂
正
は
行
わ
な
か
っ
た
。

○
第
七
号
か
ら
第
十
二
号
に
関
し
て
は
架
蔵
の
も
の
を
底
本
と
し
た
。

◇
第
七
号

(
表
紙
目
次
》

第
一
巻

第
七
号

昭
和
十
三
年

七
月
号

巻
頭
言
一

・
・

・

・

一

・
一

・

●

一

●

一

・

「
虫
の
声
」
の
研
究

・
・
・
・
・
・
・
・
・

藤
村
作
(
二
)

岩
田
九
郎
(
三
)

岩
田
九
郎
氏

岡
島

繁
氏

小
林
為
三
郎
氏

佐
藤
末
吉
氏

西
尾

実
氏

西
原
慶
一
氏

蘿
村

作
氏

学
習
院
教
授
・
本
会
評
議
員

福
井
県
鯖
江
女
子
師
範
学
校
附
属
小
学
校
訓
導

東
京
府
立
第
七
中
学
校
教
諭

東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
訓
導

東
京
女
子
大
学
教
授
・
本
会
常
務
理
事

成
蹊
学
園
訓
導

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
・
本
会
会
長

《
国
語
教
育
学
会
消
息
》

研
究
部
例
会

《
奥
付

p
2
9
(
裏
表
紙
見
返
し
)
》

昭
和
十
三
年
七
月
五
日
印
刷
発
行

昭
和
十
三
年
七
月
十
日
発
行

(
第
一
巻
第
七
号
)

定
価
金
拾
銭
(
郵
税
五
厘
)

編
集
兼
発
行
者

東
京
市
世
田
谷
区
烏
山
町
六
九
〇

藤
村

作

印

刷

者

東
京
市
神
田
区
神
保
町
一
ノ
四
四

戸
根
木
豊
太
郎

印

刷

所

東
京
市
神
田
区
神
保
町
一
ノ
四
四

戸
根
木
共
栄
堂
印
刷
所

定
価
普
通
号

一
部

拾
銭

郵
税
三
銭

一
年
分

壹
円
(
増
大
号
・

送
料
共
・
但
前
金
直
接
御
申
込
に
限
り
ま
す
)

御
注
文
規
定

▽
本
誌
の
御
注
文
は
一
切
前
金
に
お
願
ひ
致
し
ま
す
。

-2-

解
釈
に
於
け
る
文
法
の
領
域
・
・
・
・
・
・
・

小
林
為
三
郎
(
一
四
)

国
語
教
育
試
論
・
・
・
・
:
…
・
・
・
・
・
…
・
(
二
〇
)

自
由
読
の
存
在
理
由
・
・
・
・
・
・
・
・

西
尾

実

自
由
読
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・

飯
田
広
太
郎

自
由
読
の
方
法
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

佐
藤
末
吉

自
由
読
と
指
名
読
の
関
係
・
・
・
・
・
・

岡
島

茂

国
語
教
育
時
評
・
・
・
・
…
…
・
・
・

西
原
慶
一

(
二
四
)

国
語
教
育
学
会
消
息
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
(
二
七
)

〔
※
「
国
語
教
育
学
会
消
息
」
は
実
際
に
は
(
二
九
)
)

《
執
筆
者
紹
介

飯
田
広
太
郎
氏

p
2
3
》

札
幌
市
中
央
創
成
小
学
校
長



▽
本
会
々
員
は
す
べ
て
一
年
分
金
壹
円
を
お
納
入
願
ひ
ま
す
。

▽
御
送
金
は
な
る
べ
く
安
全
至
便
な
振
替
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。
振
替

東
京
六
五
八
四
二
番

発
行
所

東
京
市
世
田
谷
烏
山
町
六
九
〇

国
語
教
育
学
会

振
替
口
座
東
京
六
五
八
四
二
番

発
売
所

東
京
市
神
田
区
一
ツ
橋
ニ
ノ
三

岩
波
書
店

電
話
九
段
(
3
3
)

一
〇
二
二
番

(
広
告
》

国
語
教
育
学
会
編
『
小
学
国
語
読
本
綜
合
研
究
』
巻
一
、
巻
三
、
巻
五
、

巻
七
、
巻
九
、
巻
十
一

小
宮
豊
隆
著
『
夏
目
漱
石
』
岩
波
書
店
(
裏
表
紙
)

(
記
載
内
容
概
要
》

巻
頭
言
の
学
校
教
育
の
延
長
(
藤
村
作
)
は
、
学
校
の
教
師
が
自
校

に
お
い
て
行
っ
て
い
る
道
徳
的
訓
練
を
、
広
く
他
校
や
一
般
社
会
に
お

い
て
も
実
践
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
。

「
虫
の
声
」
の
研
究
(
岩
田
九
郎
)
は
、
小
学
国
語
読
本
巻
十
一
の

第
二
十
課
「
虫
の
声
」
を
教
授
す
る
際
の
要
点
を
述
べ
た
も
の
。
具
体

的
に
は
、
「
行
水
の
す
て
所
な
し
虫
の
声

鬼
貫
」
「
名
月
や
池
を
め
ぐ

り
て
夜
も
す
が
ら

芭
蕉
」
「
枯
枝
に
烏
の
と
ま
り
け
り
秋
の
暮

芭

蕉
」
［
山
路
来
て
何
や
ら
ゆ
か
し
す
み
れ
草

芭
蕉
]
「
春
の
源
ひ
ね
も

す
の
た
り
の
た
り
か
な

蕪
村
」
「
菜
の
花
や
月
は
東
に
日
は
西
に

蕪
村
」
「
さ
み
だ
れ
や
大
河
を
前
に
家
二
軒

蕪
村
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
い
て
、
作
者
解
説
・
句
の
解
釈
と
を
述
べ
た
も
の
。

解
釈
に
於
け
る
文
法
の
領
域
(
小
林
為
三
郎
)
は
、
『
古
今
集
』
巻

十
五
の
在
原
業
平
の
歌
、
「
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
我
身
ひ

と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て
」
を
取
り
上
げ
、
こ
の
歌
中
の
「
や
」
は
疑

問
か
反
語
か
を
め
ぐ
る
論
争
史
を
整
理
し
た
う
え
で
、
古
典
文
学
の
理

解
・
鑑
賞
に
あ
た
っ
て
は
、
形
式
的
な
既
成
文
法
の
概
念
を
超
越
す
る

必
要
が
あ
る
と
説
く
。

国
語
教
育
試
論
は
「
自
由
読
の
問
題
」
を
副
題
と
す
る
、
四
名
に
よ

る
コ
ラ
ム
的
な
文
章
。
自
由
読
の
存
在
理
由
(
西
尾
実
)
は
、
教
室
に

お
け
る
共
同
学
習
の
根
底
は
個
人
学
習
で
あ
る
が
、
小
学
校
低
学
年
児

童
に
あ
っ
て
、
教
師
指
導
の
も
と
に
自
由
読
が
確
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、

ま
た
、
上
級
学
年
で
の
共
同
学
習
に
臨
む
に
も
個
人
の
自
由
読
が
前
提

と
な
る
と
す
る
。
ま
た
、
そ
の
共
同
学
習
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
も
の
も

個
人
学
習
と
し
て
の
自
由
読
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
由
読
は
教
室
で

の
操
作
と
不
可
分
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
自
由
読
に
つ
い
て
(
飯
田

廣
太
郎
)
は
、
児
童
個
々
人
の
自
由
読
を
、
読
方
教
授
の
出
発
点
で
あ
り
、

精
読
段
階
に
お
い
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
、
そ
し
て
読
方
教
授
の
到

達
点
で
あ
る
味
読
に
お
い
て
も
自
由
読
の
精
神
に
立
つ
べ
き
で
あ
る
と

す
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
自
由
読
以
外
の
指
導
は
、
語
句
の
指
導
や
地
域

性
の
配
慮
等
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
自
由
読
の
方
法
論
(
佐
藤

3-~



末
吉
)
は
、
自
由
読
に
は
、
「
音
読
自
由
読
」
に
せ
よ
「
黙
読
自
由
読
」

に
せ
よ
、
子
供
た
ち
が
全
文
を
読
み
通
さ
な
い
傾
向
が
強
い
の
で
、
低

学
年
に
は
適
さ
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
効
果
的
な
自
由
読
の
実
現
に
は
、

学
年
の
考
慮
、
学
習
訓
練
と
の
並
行
、
自
由
読
の
範
囲
の
限
定
、
結
果

の
発
表
、
正
し
い
通
読
、
微
音
読
の
活
用
、
観
察
と
個
別
指
導
が
必
要

で
あ
る
と
す
る
。
自
由
読
と
指
名
読
の
関
係
(
岡
島
繁
)
は
、
教
師
が

目
的
と
す
る
指
名
読
を
三
角
形
の
頂
点
に
、
自
由
読
を
そ
の
基
底
と
と

ら
え
、
安
定
し
た
三
角
形
を
作
る
た
め
に
は
与
え
ら
れ
た
底
辺
の
長
さ

が
問
題
に
な
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
「
自
由
読
の
発
展
と
し
て
指
名
読

を
定
位
す
る
」
と
い
う
主
張
を
述
べ
る
。

国
語
教
育
時
評
-
国
語
国
字
問
題
に
お
け
る
啓
示
的
と
説
教
的
-
は

西
原
慶
一
の
執
筆
。
ま
ず
、
山
本
有
三
の
「
戦
争
と
二
人
の
婦
人
」
に

よ
る
「
ル
ビ
を
や
め
る
」
「
誰
で
も
読
め
る
よ
う
な
文
章
を
書
く
」
と

い
う
主
張
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
は
「
国
語
・

国
字
論
者
の
早
く
か
ら
提
唱
し
運
動
し
て
来
た
と
こ
ろ
の
も
の
」
で
あ

る
と
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
よ
り
本
質
的
に
考
え
る
べ
き
こ
と
を
要

求
す
る
。
す
な
わ
ち
、
わ
か
り
や
す
く
合
理
的
な
文
章
を
用
い
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
語
の
「
純
粋
化
」
や
日
本
語
の
「
純

粋
化
」
が
敵
対
視
さ
れ
る
こ
と
へ
の
危
惧
で
あ
る
。

◇
第
八
号

《
表
紙
目
次
》

第
一
巻

第
八
号

昭
和
十
三
年

八
月
号

--4

巻
頭
言
・

●

・

●

●

●

・
一

●

一

一

・

e

l

●

・

＠

藤
村
作
(
二
)

若
松
賤
子
と
教
化
文
学
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
塩
田
良
平
(
三
)

教
材
研
究
の
不
足
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・

池
田
亀
鑑
(
九
)

国
語
教
育
試
論
・
・
・
・
・
・
…
・
・
・
…
・
・
・
(
ヱ
ハ
)

自
由
読
の
方
法
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
西
尾

実

自
由
読
の
位
置
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
大
和

競

平
談
俗
語
を
生
か
す
・
・
・
・
・
・
・
・
稲
田
伊
之
助

国
語
教
育
の
一
基
調
・
・
・
・
・
・
・
・
米
田
達
吉

表
現
者
の
志
向
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
国
井

恒

国
語
教
育
時
評
…
…
…
…
…
輿
水

実
(
二
四
)

《
執
筆
者
紹
介

池
田
亀
鑑
氏

稲
田
伊
之
助
氏

大
和

競
氏

國
井

恒
氏

輿
水

実
氏

塩
田
良
平
氏

藤
村

作
氏

西
尾

実
氏

米
田
達
吉
氏

p
2
5
》

東
京
帝
国
大
学
助
教
授
・
本
会
評
議
委
員

愛
媛
県
西
條
中
学
校
教
諭

長
野
県
会
田
小
学
校
訓
導

栃
木
県
師
範
学
校
付
属
小
学
校
訓
導

東
京
市
仰
高
西
小
学
校
訓
導

駒
澤
大
学
教
授
、
本
会
評
議
員

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
、
文
学
博
士
、
本
会
会
長

東
京
女
子
大
学
教
、
本
会
常
務
理
事

朝
鮮
慶
北
公
立
高
等
女
学
校
教
諭



《
奥
付

p
2
5
(
裏
表
紙
見
返
し
)
》

昭
和
十
三
年
八
月
五
日
印
刷
発
行

昭
和
十
三
年
八
月
十
日
発
行

※
以
下
、
前
号
と
同
じ
。

(
第
一
巻
第
八
号
)

《
広
告
》

小
泉
信
三
著
『
ア
メ
リ
カ
紀
行
』
『
師
・
友
'
書
籍
』
『
学
窓
雑
記
』

岩
波
書
店
(
裏
表
紙
)

(
記
載
内
容
概
要
》

巻
頭
言
の
校
長
論
(
藤
村
作
)
は
、
学
校
長
は
当
該
学
校
教
員
の
中

か
ら
行
政
・
事
務
に
長
じ
た
も
の
が
兼
任
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
教

頭
や
主
席
訓
導
を
経
て
俗
物
的
な
出
世
コ
-
ス
の
果
て
に
校
長
と
な

り
、
生
徒
と
直
接
接
す
る
こ
と
が
乏
し
い
と
い
う
現
状
を
批
判
し
た
も

の
。若

松
賤
子
と
教
化
文
学
(
塩
田
良
平
)
は
、
賤
子
の
生
涯
と
著
述
と

を
簡
略
に
紹
介
す
る
も
の
。
未
完
。

教
材
研
究
の
不
足
に
つ
い
て
(
池
田
亀
鑑
)
は
、
あ
る
小
学
校
で
国

定
読
本
巻
七
の
「
笛
の
名
人
」
を
扱
っ
た
授
業
を
参
観
し
た
こ
と
を
契

機
に
、
指
導
方
法
や
技
術
が
類
型
化
し
、
「
知
的
準
備
」
が
不
足
が
ち

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
苦
言
を
呈
す
る
。
具
体
的
に
は
、
主
人
公
の
和

遍
部
用
光
が
い
つ
の
時
代
の
人
物
か
と
い
う
児
童
の
質
問
に
誤
っ
た
解

答
を
し
て
い
る
こ
と
、
季
節
は
秋
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
に
春
と
し
て

教
授
し
た
こ
と
、
場
所
と
時
刻
に
関
す
る
児
童
の
質
問
を
無
視
し
た
こ

と
へ
の
批
判
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
教
材
研
究
の
不
足
に
起
因
す
る
も
の

で
あ
り
、
文
学
教
材
の
教
授
に
お
い
て
そ
れ
が
い
か
に
大
切
か
を
述
べ
、

「
知
識
を
軽
視
す
る
態
度
」
や
「
知
育
偏
重
排
撃
」
等
の
風
潮
へ
の
危

惧
を
訴
え
る
。

国
語
教
育
試
論
は
五
名
に
よ
る
コ
ラ
ム
的
な
文
章
。
自
由
読
の
方
法

(
西
尾
実
)
は
、
自
由
読
の
三
つ
の
否
定
的
条
件
を
提
示
。
「
読
み
声
の

相
克
・
相
殺
が
甚
し
く
て
真
の
読
み
を
成
し
得
な
い
」
「
教
室
の
学
習

空
気
を
溷
濁
さ
せ
る
」
「
騒
々
し
く
て
附
近
教
室
の
学
習
す
る
」
の
三

つ
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
妥
当
な
指
導
に
よ
っ
て
解
消
で
き
る

こ
と
で
あ
り
、
自
由
読
を
否
定
す
る
に
は
当
た
ら
な
い
と
す
る
。
自
由

読
の
位
置
(
大
和
競
)
は
、
自
由
読
は
「
教
授
進
行
上
の
重
要
な
推
進

力
で
あ
り
、
且
、
教
材
の
内
容
把
握
の
際
に
於
け
る
諸
作
用
の
原
動
力

で
も
あ
る
」
と
し
て
そ
の
意
義
を
解
説
す
る
。
俗
談
平
話
を
生
か
す
(
稲

田
伊
之
助
)
は
、
一
月
十
六
日
の
政
府
声
明
の
中
に
「
帝
国
政
府
は
自

後
国
民
政
府
を
相
手
と
せ
ず
」
と
い
う
文
言
が
あ
り
、
相
手
に
す
る
と

か
し
な
い
と
か
い
う
「
俗
談
平
語
」
が
一
度
政
府
声
明
に
取
り
上
げ
ら

れ
る
と
外
交
上
の
新
用
語
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
る
。
「
国

語
の
醇
化
」
の
た
め
に
は
、
堅
苦
し
い
用
語
を
使
用
す
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
生
き
生
き
と
し
た
俗
語
を
生
か
す
べ
き
だ
と
い
う
主
張
で
、
「
空

中
戦
」
「
稲
む
ら
の
火
」
「
母
の
力
」
等
の
教
材
に
も
言
及
。
国
語
愛
護
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の
一
基
調
(
米
田
達
吉
)
は
、
中
学
校
の
国
文
法
教
科
書
の
統
一
が
急

務
で
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
。
国
体
重
視
や
国
語
愛
護
の
立
場
か
ら
の

も
の
で
あ
る
。
表
現
者
の
志
向
(
国
井
恒
)
は
、
教
室
で
児
童
・
生
徒

が
不
活
発
な
場
合
の
原
因
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
関
係
に
よ
る
表
現
意

欲
へ
の
制
約
に
求
め
る
。
教
師
は
そ
れ
ら
を
取
り
払
っ
て
、
「
表
現
者

の
志
向
」
を
も
っ
と
真
剣
に
考
慮
す
べ
き
だ
と
す
る
。

国
語
教
育
時
評
は
輿
水
実
の
執
筆
。
ま
ず
百
田
宗
治
の
『
教
育
・
国

語
教
育
』
の
巻
頭
言
「
国
語
改
善
と
文
学
者
」
で
の
、
政
治
家
が
思
い

切
っ
た
国
語
の
「
醇
化
」
「
統
制
」
を
押
し
進
め
る
べ
き
だ
と
い
う
主

張
を
紹
介
。
山
本
有
三
の
振
り
仮
名
廃
止
論
、
黒
瀧
成
至
「
国
語
問
題

と
山
本
有
三
の
振
り
が
な
廃
止
論
」
(
『
教
育
・
国
語
教
育
』
)
な
ど
を

一
歩
進
め
た
主
張
と
し
て
輿
水
は
と
ら
え
て
い
る
。
次
に
、
同
じ
雑
誌

の
藤
田
徳
太
郎
「
古
典
文
学
の
教
育
的
意
義
」
を
取
り
上
げ
、
国
定
読

本
の
「
源
氏
物
語
」
掲
載
批
判
に
対
す
る
「
古
典
教
材
は
、
国
民
文
化

を
高
め
る
楚
辞
と
し
て
、
重
要
な
意
義
を
有
し
、
国
家
的
精
神
を
養
ひ

育
て
る
基
礎
と
し
て
、
甚
だ
必
要
な
も
の
」
と
い
う
主
張
を
評
価
し
つ

つ
、
「
し
か
し
そ
の
趣
旨
な
ら
ば
、
何
故
一
行
で
も
よ
い
か
ら
原
文
を

出
し
て
見
せ
な
い
の
か
」
と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
輿
水
実
自
身
の
「
綴

方
の
統
計
的
研
究
」
と
い
う
豊
島
区
仰
高
西
小
学
校
の
実
践
報
告
の
連

載
が
あ
る
こ
と
も
付
記
。

『
実
践
国
語
教
育
』
所
収
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
菊
澤
季
生
「
日
本

精
神
と
国
語
問
題
」
の
序
説
で
「
国
語
の
理
想
」
を
ミ
ヤ
ビ
と
捉
え
て

い
る
の
に
対
し
、
判
断
が
主
観
的
で
あ
る
と
批
判
。
名
取
廣
作
・
野
島

秀
義
「
『
戦
争
と
二
人
の
婦
人
』
の
国
語
問
題
と
国
語
教
育
報
告
(
一
)
」

に
つ
い
て
は
、
標
題
の
著
作
の
推
敲
過
程
や
文
の
構
造
を
詳
細
に
検
討

し
た
も
の
と
し
て
評
価
。
飛
田
隆
「
解
釈
に
於
け
る
期
待
の
研
究
」
は

文
脈
に
乗
ら
な
い
と
正
し
い
言
葉
が
発
見
さ
れ
な
い
と
い
う
主
張
、
徳

田
進
「
日
本
文
学
的
教
材
の
機
構
と
国
民
精
神
の
陶
冶
」
は
「
日
本
解

釈
学
」
の
独
自
性
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
紹
介
し
つ
つ
、
輿
水
は
疑

問
も
呈
し
て
い
る
。

京
都
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
読
方
教
育
』
か
ら
は
ま
ず
秋
田
喜
三
郎

「
小
学
校
教
則
改
正
の
要
請
」
を
取
り
上
げ
、
小
学
校
教
育
の
革
新
の

必
要
性
に
賛
同
。
山
内
才
治
「
文
解
釈
の
上
昇
進
展
」
を
読
方
指
導
の

現
在
の
常
識
を
総
括
し
た
も
の
と
し
、
そ
の
ほ
か
に
輿
水
実
の
「
国
語

教
育
に
於
け
る
既
成
概
念
の
打
破
」
と
い
う
文
章
が
載
る
こ
と
を
付
記
。

ま
た
、
『
同
志
同
行
』
の
芦
田
恵
之
助
の
巻
頭
言
「
若
人
の
動
き
」
も

紹
介
。
文
学
社
の
『
国
語
教
室
』
は
「
国
民
言
語
文
化
と
基
本
語
」
特
果
号
で
、

石
黒
修
「
基
本
語
に
つ
い
て
」
、
大
西
雅
雄
「
基
本
語
の
本
質
」
、
菊
澤

季
夫
「
国
語
教
育
と
基
本
語
」
、
輿
水
実
「
語
彙
に
対
す
る
人
間
の
態

度
の
変
遷
」
に
加
え
、
垣
内
松
三
『
基
本
語
彙
学
』
刊
行
を
記
念
し
た

大
場
俊
助
・
奥
田
勝
利
の
読
後
感
が
載
る
。
基
本
語
彙
の
問
題
は
国
語

問
題
の
解
決
策
で
あ
り
、
国
語
教
育
の
強
化
・
国
民
言
語
文
化
の
進
展

に
不
可
欠
と
評
価
す
る
。
ま
た
、
同
誌
の
斎
藤
清
衛
「
古
典
と
そ
の
指
導
」

の
主
張
を
、
「
古
典
の
精
神
を
自
ら
深
く
体
験
」
す
る
こ
と
を
重
視
し
、
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「
社
会
が
古
典
に
望
み
を
托
す
と
こ
ろ
を
知
れ
」
と
い
う
主
張
と
し
て

と
ら
え
、
輿
水
は
そ
れ
を
知
育
偏
重
の
思
想
へ
の
批
判
に
つ
な
げ
て
い

る
。
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育
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』
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(
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表
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《
記
載
内
容
概
要
》

巻
頭
言
の
国
語
教
授
者
の
卑
屈
(
藤
村
作
)
は
、
高
等
学
校
に
お
い

て
は
外
国
語
科
の
授
業
に
比
し
て
国
語
科
が
軽
視
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る

こ
と
を
、
国
語
教
授
者
自
身
の
卑
屈
に
起
因
し
て
い
る
と
す
る
も
の
。
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日
本
の
理
想
と
国
語
教
育
(
藤
田
徳
太
郎
)
は
、
現
在
の
教
育
の
欠

陥
を
、
生
活
か
ら
遊
離
し
て
い
る
こ
と
、
知
識
が
断
片
化
さ
れ
て
学
科

相
互
の
関
連
が
な
い
こ
と
、
そ
の
生
活
か
ら
遊
離
し
た
学
問
を
学
生
が

将
来
の
生
活
の
手
段
に
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
の
三
点
に
起

因
し
て
い
る
と
す
る
。
そ
れ
ら
を
排
除
す
る
た
め
に
は
学
生
に
理
想
を

与
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
現
在
の
青
年
に
最
も
必
要
と
さ
れ
る
理

想
と
は
、
世
界
を
指
導
す
べ
き
日
本
的
文
化
の
確
立
を
目
指
す
覚
悟
だ

と
す
る
。
ま
た
、
東
西
文
化
の
融
合
で
は
な
く
、
日
本
文
化
に
外
国
文

化
を
融
合
さ
せ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
は
国
語
・
国
文
学
の

教
育
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
主
張
す
る
。

若
松
賤
子
と
教
化
文
学
(
塩
田
良
平
)
は
、
前
号
に
続
く
も
の
で
、
「
忘

れ
形
見
」
「
小
公
子
」
な
ど
の
賤
子
の
翻
訳
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

国
語
教
育
試
論
に
は
I
解
釈
論
-
と
い
う
副
題
が
付
さ
れ
、
六
編
の

コ
ラ
ム
的
文
章
が
載
る
。
解
釈
の
実
践
(
秋
田
喜
三
郎
)
は
、
読
本
巻

十
の
「
冬
の
月
」
を
取
り
上
げ
、
解
釈
学
の
実
践
応
用
の
要
点
は
全
体

性
の
把
握
に
あ
る
と
主
張
す
る
も
の
。
訳
か
ら
釈
へ
(
川
西

清
)
は
、

読
本
巻
十
の
「
久
田
船
長
」
、
巻
七
の
「
笛
の
名
人
」
の
指
導
経
験
を
例
に
、

教
師
の
任
務
は
、
単
な
る
補
説
・
註
解
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
「
問
答
・

範
読
・
注
・
解
・
訳
の
一
切
を
挙
げ
て
、
児
童
の
釈
-
見
識
-
を
打
ち

立
て
さ
せ
る
」
と
こ
ろ
に
あ
る
と
す
る
。
解
釈
の
生
長
(
松
田
宗
一
郎
)

は
、
飯
田
廣
太
郎
の
『
読
方
教
育
』
の
一
節
を
紹
介
し
て
、
年
齢
と
と

も
に
解
釈
が
生
長
し
て
い
く
こ
と
を
強
調
し
、
そ
れ
を
生
か
す
た
め
に

も
「
教
師
の
文
に
対
す
る
尊
重
敬
愛
の
心
」
と
「
子
供
の
生
長
を
た
の

し
む
気
長
さ
」
が
重
要
だ
と
す
る
。
解
釈
と
指
導
(
宮
下
忠
道
)
は
読

本
巻
一
の
教
材
を
例
に
、
た
と
え
低
学
年
の
単
純
な
文
章
に
お
い
て
も
、

指
導
者
に
「
安
定
し
た
解
釈
」
が
な
け
れ
ば
指
導
は
成
立
し
な
い
と
い

う
。
解
釈
の
立
場
(
鈴
木
只
一
)
は
、
小
学
校
の
現
場
に
お
い
て
解
釈

学
が
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
と
し
、
特
に
児
童

の
側
か
ら
の
「
下
か
ら
の
解
釈
」
の
活
性
化
が
求
め
ら
れ
る
と
す
る
。

そ
れ
に
本
居
宣
長
や
西
尾
実
の
言
説
を
関
連
さ
せ
て
結
ん
で
い
る
。
解

釈
上
の
問
題
点
(
田
中
豊
太
郎
)
は
、
文
を
解
釈
す
る
こ
と
以
前
に
、
「
日

常
必
須
の
言
語
の
教
育
」
が
十
分
に
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
し
、
「
読

む
こ
と
を
忘
れ
た
読
み
方
教
育
」
に
陥
っ
て
は
い
な
い
か
と
、
現
状
に

対
し
て
警
告
す
る
。

国
語
教
育
時
評
(
石
山
脩
平
)
は
三
章
に
分
か
れ
て
い
る
。
コ

国
語
政
策
の
実
践
」
で
は
、
山
本
有
三
の
漢
字
制
限
・
ル
ビ
廃
止
の
主

張
を
高
く
評
価
し
、
平
易
な
表
現
を
推
奨
す
る
立
場
か
ら
「
少
な
く
と

も
専
門
用
語
や
固
有
名
詞
の
外
は
、
小
学
国
語
読
本
十
二
冊
の
用
字
範

囲
で
も
の
を
書
く
や
う
に
し
た
い
」
と
述
べ
、
固
有
名
詞
の
ル
ビ
や
源

外
の
地
名
の
ロ
ー
マ
字
表
記
の
必
要
性
を
訴
え
る
。
「
二

古
典
へ
の

あ
こ
が
れ
」
は
、
読
本
の
古
典
重
視
の
傾
向
を
受
け
、
「
国
民
大
衆
と

い
ふ
も
の
は
、
古
典
そ
の
も
の
を
読
む
な
ど
と
い
ふ
ひ
ま
は
な
い
。
古

典
の
精
神
や
内
容
や
気
分
を
で
き
る
だ
け
現
代
文
で
表
は
す
や
う
に
そ

の
道
の
専
門
家
が
つ
と
め
て
ほ
し
い
」
と
主
張
す
る
。
「
三

世
界
的
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日
本
人
」
で
は
、
「
日
本
語
を
満
州
に
支
那
に
、
そ
れ
か
ら
全
世
界
に

向
つ
て
、
容
易
迅
速
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
日
本
語
の
語
り
方
・

読
み
方
・
書
き
方
を
単
純
化
し
合
理
化
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
主
張
す

る
。
ま
た
、
内
容
面
に
お
い
て
も
、
「
世
界
的
日
本
国
民
の
養
成
」
と

い
う
立
場
か
ら
「
国
民
の
心
を
広
く
遠
く
の
ば
さ
う
と
す
る
方
針
」
の

う
か
が
わ
れ
る
教
材
を
推
奨
す
る
。

新
刊
紹
介
は
島
津
久
基
吹
込
『
国
文
朗
読
(
須
磨
巻
・
小
原
御
幸
)
』

(
レ
コ
ー
ド
・
日
本
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
蓄
音
器
商
会
)
と
芦
田
恵
之
助
『
教

式
と
教
壇
』
(
同
志
同
行
社
)
、
西
原
慶
一

『
国
語
教
室
以
前
』
(
啓
文
社
)

を
扱
う
。
い
ず
れ
も
評
者
の
指
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

島
津
自
ら
が
こ
の
よ
う
な
企
画
の
第
二
弾
と
し
て
『
源
氏
物
語
』
と

『
平
家
物
語
』
の
一
節
を
吹
き
込
ん
だ
レ
コ
ー
ド
は
「
理
解
乃
至
感
動

の
倍
化
を
も
た
ら
す
も
の
」
と
絶
賛
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
芦
田
の
『
教

壇
と
教
式
』
は
、
教
材
研
究
か
ら
教
式
の
立
案
に
至
る
ま
で
の
過
程
と
、

教
壇
で
の
具
体
的
実
践
の
詳
細
を
記
し
た
も
の
。
読
本
巻
十
一
の
「
源

氏
物
語
」
の
実
践
を
例
に
芦
田
の
教
育
へ
の
［
熱
愛
]
と
授
業
の
「
老

巧
さ
」
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
西
原
の
『
国
語
教
室
以
前
』
は
、
「
小

学
校
の
国
語
教
育
を
、
も
つ
と
も
素
直
な
一
つ
の
「
道
」
に
求
め
よ
う

と
し
て
」
書
か
れ
た
書
。
「
国
語
教
育
の
道
義
」
を
宣
言
し
た
「
実
践

の
道
義
」
、
前
著
の
『
解
釈
学
的
国
語
教
育
』
の
発
展
で
あ
る
「
国
語

教
室
以
前
」
、
小
論
や
随
筆
な
ど
を
ま
と
め
た
「
雰
囲
気
」
の
三
部
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
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号
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員

東
京
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神
谷
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日
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大
学
教
授
・
文
学
博
士
・
本
会
評
議
員



滑
川
道
夫

藤
村

作

森
本
治
吉

成
城
学
園
訓
導

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
・
文
学
博
士
・
本
会
会
長

二
松
学
舎
専
門
学
校
教
授

《
国
語
教
育
学
会
消
息
》

国
語
教
育
学
会
理
事
会
/
国
語
教
育
学
会
研
究
部
例
会
/
小
学
国
語
読

本
綜
合
研
究
巻
十
二

《
奥
付

p
2
9
(
裏
表
紙
見
返
し
)
》

昭
和
十
三
年
十
月
五
日
印
刷
発
行

昭
和
十
三
年
十
月
十
日
発
行

※
以
下
、
前
号
と
同
じ
。

(
第
一
巻
第
十
号
)

《
広
告
)

国
語
教
育
学
会
編
『
小
学
国
語
読
本
綜
合
研
究
』
巻
二
、
四
、
六
、
八
、
十
、

十
二

岩
波
書
店
(
p
1
9
)

文
部
大
臣
荒
木
貞
夫
字
、
厚
生
大
臣
廣
瀬
久
忠
序
、
工
場
実
際
教
育
家
・

斯
界
権
威
『
熟
練
工
養
成
の
体
験
を
語
る
』
/
『
わ
か
り
易
い
工
場
教

科
書
』

大
日
本
工
業
学
会
(
p
3
0
)

後
藤
丹
治
『
太
平
記
の
研
究
』
/
肥
後
和
男
『
古
代
伝
承
研
究
』
/
肥

後
和
男
『
日
本
神
話
研
究
』

川
出
書
房
(
裏
表
紙
見
返
し
)

谷
川
徹
三
『
日
本
人
の
こ
こ
ろ
』
『
文
学
の
周
囲
』
『
感
傷
と
反
省
』
『
生

活
・
哲
学
・
芸
術
』

岩
波
書
店
(
裏
表
紙
)

《
記
載
内
容
概
要
》

巻
頭
言
の
皇
室
神
宮
の
敬
語
に
対
す
る
不
妥
当
(
藤
村
作
)
は
、
臨

時
教
科
書
審
査
会
に
よ
る
「
皇
室
又
は
神
宮
に
対
す
る
敬
語
の
妥
当
な

ら
ざ
る
も
の
あ
る
こ
と
」
と
い
う
報
告
に
つ
い
て
、
そ
の
再
検
討
の
余

地
が
あ
る
こ
と
を
訴
え
る
。
ま
た
、
そ
う
い
っ
た
状
況
を
生
み
出
し
た

責
任
は
、
そ
の
用
法
を
統
一
し
て
定
め
て
い
な
い
宮
内
省
や
文
部
省
に

あ
る
と
す
る
。

古
典
文
学
と
国
語
教
育
(
高
木
武
)
は
、
古
典
文
学
作
品
の
範
疇
に

近
世
期
の
作
品
も
含
め
る
こ
と
、
古
典
文
学
は
日
本
民
族
の
生
き
方
を

知
る
上
で
重
要
で
あ
る
こ
と
、
古
典
教
育
は
道
徳
教
育
・
情
操
教
育
と

の
か
か
わ
り
に
お
い
て
重
要
で
あ
る
こ
と
、
教
師
が
古
典
文
学
の
熱
心

な
愛
護
者
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
訴
え
る
。

読
方
指
導
過
程
の
究
明
(
青
木
誠
四
郎
)
は
、
従
来
の
読
方
の
指
導

過
程
に
つ
い
て
、
児
童
の
思
考
を
無
視
し
た
教
師
の
自
己
満
足
的
な
も

の
が
多
い
と
批
判
し
つ
つ
、
『
綴
方
教
室
』
に
お
い
て
大
木
・
清
水
両

氏
が
示
し
た
綴
方
の
指
導
過
程
の
成
果
を
読
方
教
育
に
も
生
か
す
べ
き

だ
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
教
材
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
児
童
生
徒
の
個

人
記
録
な
ど
に
注
目
し
、
そ
の
実
態
に
迫
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。

国
語
教
育
試
論
-
小
学
国
語
読
本
巻
十
二
の
研
究
-
は
四
編
の
コ
ラ

ム
的
文
章
を
載
せ
る
。
文
学
的
教
材
に
つ
い
て
(
斉
藤
清
衛
)
は
、
新
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読
本
巻
十
二
の
題
材
の
選
び
方
を
批
判
。
狂
言
「
末
広
が
り
」
は
喜
劇

の
中
心
性
が
不
明
確
、
「
リ
ア
王
」
は
翻
訳
臭
が
あ
り
ぎ
こ
ち
な
く
、
「
ほ

ま
れ
の
徽
章
」
は
作
り
物
く
さ
い
な
ど
。
短
歌
・
俳
句
の
選
択
も
児
童

向
き
で
は
な
く
、
詩
も
童
心
味
に
乏
し
い
と
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
「
修

行
者
と
羅
刹
」
「
姫
路
城
」
等
を
賛
美
。
文
化
教
材
私
観
(
片
岡
良
一
)

は
、
「
現
代
の
日
本
文
化
」
を
語
る
も
の
が
少
な
い
こ
と
を
ま
ず
問
題

視
し
た
う
え
で
、
「
祖
国
の
旧
い
文
化
」
に
対
す
る
「
目
」
の
問
題
を

提
起
す
る
。
い
た
ず
ら
に
尚
古
性
に
走
り
、
西
洋
文
化
と
の
調
和
を
努

力
し
て
果
た
し
た
現
代
文
化
の
方
向
と
様
相
を
無
視
し
て
い
る
と
い
う

主
張
で
あ
る
。
和
歌
教
材
私
観
(
森
本
治
吉
)
は
、
万
葉
集
が
一
課
に

収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
「
此
の
国
の
代
表
的
古
典
を
ま
だ
幼
い
頭
脳

の
う
ち
か
ら
理
解
さ
せ
て
置
か
う
と
す
る
試
み
で
、
結
構
な
編
纂
態
度
」

と
賛
美
、
訳
と
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
点
を
評
価
し
つ
つ
も
、
舒
明
天

皇
の
歌
「
大
和
に
は
群
山
あ
れ
ど
」
の
訳
に
誤
り
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

生
活
教
材
に
就
い
て
(
滑
川
道
夫
)
は
、
「
児
童
自
身
の
生
活
を
表
現

し
た
い
と
い
ふ
意
向
の
教
材
、
児
童
の
綴
方
の
形
を
か
り
た
文
章
」
と

し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
「
は
ま
れ
の
徽
章
」
「
雪
国
の
春
」
が
い
ず
れ

も
大
人
の
感
覚
が
優
先
さ
れ
た
も
の
で
児
童
の
生
活
表
現
か
ら
離
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
。
上
級
学
年
で
の
生
活
教
材
の
少
な
さ
も
批
判

し
て
い
る
。

国
語
教
育
時
評
1
指
導
案
作
製
の
問
題
―
(
篠
原
利
逸
)
は
、
『
実

践
国
語
教
育
』
九
月
号
の
特
集
「
指
導
案
製
作
の
力
点
」
を
取
り
上
げ

る
。
指
導
案
の
具
体
性
を
最
も
強
調
す
る
岡
島
繁
、
作
製
態
度
の
背
景

に
学
的
根
拠
を
持
つ
こ
と
に
力
点
を
お
い
た
沖
山
光
、
教
授
者
自
身
の

「
行
的
研
究
」
を
主
張
す
る
桜
井
満
、
三
氏
の
所
説
を
総
合
し
た
性
格

の
飯
田
廣
太
郎
、
と
ま
と
め
お
お
む
ね
妥
当
と
す
る
。
つ
い
で
一
般
に

行
わ
れ
て
い
る
指
導
案
に
近
年
台
頭
の
指
導
過
程
の
理
論
が
「
生
の
ま

ま
」
で
入
り
込
ん
で
児
童
の
反
応
が
無
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
こ
と
を
厳

し
く
批
判
す
る
。
さ
ら
に
、
新
読
本
に
即
応
す
べ
く
出
版
さ
れ
た
指
導

参
考
書
や
教
育
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
「
何
月
の
指
導
案
」
と
い
っ
た
記

事
に
頼
り
、
類
型
化
に
陥
っ
て
自
ら
指
導
方
法
を
模
索
す
る
努
力
を
放

棄
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
憤
り
を
見
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の

編
集
者
・
出
版
社
へ
と
そ
の
批
判
は
及
ん
で
い
る
。

新
刊
紹
介
は
塩
田
良
平
『
山
田
美
妙
研
究
』
(
人
文
書
院
)
と
高
木

武
『
日
本
精
神
と
日
本
文
学
』
(
富
山
房
)
を
扱
う
。
い
ず
れ
も
評
者

の
氏
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

前
者
は
、
伝
記
編
・
文
学
編
・
資
料
か
ら
成
る
も
の
で
、
「
実
証
的
に
、

さ
う
し
て
歴
史
的
に
」
美
妙
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
。

後
者
は
高
木
武
の
既
発
表
の
諸
論
集
め
た
も
の
で
体
系
立
っ
て
は
い

な
い
が
、
そ
の
内
容
は
「
日
本
的
な
も
の
へ
の
精
神
史
的
な
考
察
」
と

書
史
学
的
な
研
究
」
と
に
大
別
で
き
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
日
本
精
神

の
原
理
的
な
も
の
を
追
求
す
る
近
因
を
、
著
者
の
言
葉
を
引
い
て
、
「
満

州
事
変
を
契
機
と
し
て
、
民
族
的
・
国
家
的
自
覚
が
著
し
く
台
頭
し
、

支
那
事
変
の
勃
発
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
進
展
し
」
、
そ
の
結
果
「
尊
皇
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愛
国
の
精
神
が
澎
湃
と
し
て
漲
つ
て
来
た
為
に
我
が
国
の
す
べ
て
の
も

の
が
日
本
精
神
に
よ
っ
て
指
導
統
制
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
紹
介
す
る
。

第
十
一
号

《
表
紙
目
次
》

第
一
巻

第
十
一
号

昭
和
十
三
年

十
一
月
号

大
久
保
正
太
郎

沖
山

光

片
岡
良
一

坂
本

豊

丹
慶
英
五
郎

西
尾

実

波
多
野
完
治

藤
村

作

宮
本
常
一

東
京
市
本
郷
区
第
一
実
業
女
学
校
教
諭

東
京
府
立
豊
島
師
範
附
属
小
学
校
訓
導

法
政
大
学
教
授
・
本
会
評
議
員

東
京
女
師
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
訓
導

神
奈
川
県
綾
瀬
小
学
校
訓
導

東
京
女
子
大
学
教
授
・
本
会
常
務
理
事

法
政
大
学
教
授

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
・
文
学
博
士
・
本
会
会
長

大
阪
府
取
石
小
学
校
訓
導

《
国
語
教
育
学
会
消
息
》

国
語
教
育
学
会
理
事
会
/
国
語
教
育
学
会
研
究
部
例
会
開
催

《
奥
付

p
2
6
》

昭
和
十
三
年
十
一
月
五
日
印
刷
発
行

昭
和
十
三
年
十
一
月
十
日
発
行

※
以
下
、
前
号
と
同
じ
。

(
第
一
巻
第
十
一
号
)

《
広
告
》

佐
藤
信
衛
『
文
化
の
た
め
』
日
本
評
論
社
(
p
2
7
)

山
口
県
教
育
会
編
纂

編
集
委
員

廣
瀬
豊
・
玖
村
敏
雄
・
西
川
平
吉

『
普
及
版

吉
田
松
陰
全
集
』
岩
波
書
店
(
p
2
8
と
裏
表
紙
見
返
し
)

斉
藤
茂
吉
『
万
葉
秀
歌

上
巻
・
下
巻
』
岩
波
書
店
(
裏
表
紙
)
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巻
頭
言
・
a
●
-
●
I
一
一
●
・
●
I
-
I
一
一
一
一
}
藤
村
作
(
二
)

鑑
賞
に
先
行
す
る
も
の
…
…
…
…
片
岡
良
一

(
三
)

文
章
心
理
学
的
研
究
…
…
…
…
波
多
野
完
治
(
一
一
）

国
語
教
育
試
論
…
…
…
…
…
…
…
(
一
四
)

解
釈
と
解
釈
の
指
導
・
…
・
・
・
坂
本

豊

生
産
の
立
場
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
沖
山

光

語
る
言
葉
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
宮
本
常
一

国
語
教
室
の
拡
充
・
・
・
・
・
・
・
・
稲
田
伊
之
助

国
語
教
師
の
基
礎
任
務
・
・
・
・
・
・
丹
慶
英
五
郎

国
語
教
育
時
評
…
…
…
…
大
久
保
正
太
郎
(
二
〇
)

教
育
の
効
果
…
…
…
…
…
西
尾

実
(
二
四
)

国
語
教
育
学
会
消
息
…
…
…
…
…
…
(
一
一
1

ハ
)

《
執
筆
者
紹
介

稲
田
伊
之
助

p
2
6
》

愛
媛
県
立
西
條
中
学
校
教
諭



《
記
載
内
容
概
要
》

巻
頭
言
の
学
業
成
績
評
点
(
藤
村
作
)
は
、
成
績
の
評
点
が
偶
然
的

な
要
素
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
応
用
問
題
を
出
題

し
た
り
、
平
常
試
験
を
た
び
た
び
課
し
た
り
す
る
こ
と
を
推
奨
す
る
も

の
。鑑

賞
に
先
行
す
る
も
の
(
片
岡
良
一
)
は
、
先
月
号
で
国
定
読
本
巻

十
二
所
載
教
材
に
対
す
る
評
価
が
分
か
れ
て
い
た
こ
と
を
ふ
ま
え
て
、

作
品
評
価
は
鑑
賞
に
先
行
す
る
立
場
の
違
い
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
と
な
る
こ
と
を
述
べ
、
い
わ
ゆ
る
鑑
賞
主
義
を
批
判
す
る
も
の
。
実

例
と
し
て
、
柿
本
人
麿
の
「
東
の
野
に
か
ぎ
ろ
ひ
の
立
つ
見
え
て
か
へ

り
み
す
れ
ば
月
か
た
ぶ
き
ぬ
」
に
対
す
る
島
木
赤
彦
の
評
を
取
り
上
げ

て
い
る
。

文
章
心
理
学
的
研
究
語
―
新
読
本
巻
十
二
に
つ
い
て
I
(
波
多
野
完

治
)
は
、
そ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
文
章
に
「
説
得
の
文
」
と
い
う
べ

き
も
の
が
乏
し
く
、
小
学
六
年
生
と
い
う
発
達
段
階
を
考
え
る
と
問
題

で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
翻
訳
調
の
文
章
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
こ
と

を
指
摘
し
、
六
年
生
の
綴
方
へ
の
影
響
を
考
え
る
と
ふ
さ
わ
し
く
な
い

と
す
る
。
さ
ら
に
、
「
万
葉
集
」
の
解
説
の
「
ま
こ
と
に
」
の
多
用
の

不
自
然
さ
を
指
摘
。

国
語
教
育
試
論
は
五
篇
の
小
論
を
収
め
る
。
解
釈
と
解
釈
の
指
導
(
坂

本
豊
)
は
、
た
だ
筆
者
の
「
真
意
真
情
さ
へ
了
解
さ
せ
れ
ば
い
い
」
と

し
て
「
文
の
要
点
語
を
か
き
う
つ
さ
せ
て
そ
れ
に
つ
い
て
講
義
」
す
る

と
い
う
指
導
に
陥
り
が
ち
な
傾
向
を
批
難
し
、
追
体
験
的
な
経
験
に
基

づ
く
「
児
童
の
自
己
活
動
」
を
重
視
せ
よ
と
主
張
。
生
産
の
立
場
(
沖

山
光
)
は
、
福
富
一
郎
の
『
全
体
性
の
構
造
』
を
引
用
し
て
、
国
語
読

本
の
構
成
に
つ
い
て
も
そ
の
全
体
性
に
注
意
を
向
け
る
べ
き
だ
と
す

る
。
具
体
的
に
は
、
「
源
氏
物
語
」
「
枕
草
子
」
な
ど
と
「
日
本
源
源
戦
」

「
空
中
戦
」
な
ど
が
、
「
日
本
民
族
の
優
越
性
を
感
じ
さ
せ
よ
う
」
と
い

う
意
図
の
も
の
に
体
系
化
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
語
る
言
葉
(
宮
本
常

一
)
は
、
国
語
科
の
指
導
内
容
が
文
字
教
育
に
偏
重
し
て
い
る
こ
と
を

批
判
し
、
言
葉
を
語
る
こ
と
・
聞
く
こ
と
の
教
育
の
重
要
性
を
指
摘
す

る
も
の
。
国
語
教
室
の
拡
充
(
稲
田
伊
之
助
)
は
、
生
徒
と
の
会
話
の

体
験
か
ら
、
「
言
葉
の
教
育
は
そ
の
ま
ま
心
の
教
育
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。

国
語
教
師
の
基
礎
任
務
(
丹
慶
英
五
郎
)
も
ま
た
、
「
い
の
ち
の
ま
こ

と
に
あ
ふ
れ
た
」
言
葉
が
使
え
る
人
間
を
育
て
る
の
が
国
語
教
育
者
で

あ
る
と
い
う
主
情
的
な
文
章
。

国
語
教
育
時
評
(
大
久
保
正
太
郎
)
は
、
国
語
読
本
巻
十
二
の
現
場

で
の
使
用
状
況
に
言
及
し
、
編
纂
者
の
意
図
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。
と
り
わ
け
、
「
姫
路
城
」
「
西
山
荘
の
秋
」
「
関

孝
和
」
「
機
械
化
部
隊
」
な
ど
に
出
て
く
る
専
門
用
語
に
つ
い
て
の
十

分
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
す
る
。
ま
た
、
教
師
白
身

が
十
分
な
知
識
を
持
っ
て
い
な
い
と
面
白
い
授
業
は
で
き
な
い
が
、
専

門
的
な
書
物
を
読
破
す
る
余
裕
は
教
師
に
は
な
い
の
で
、
研
究
者
に
よ

-
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る
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
正
確
で
豊
富
な
資
料
の
提
供
が
必
要
だ
と
す

る
。教

育
の
成
果
(
西
尾
実
)
は
、
自
ら
の
小
学
校
時
代
の
体
験
の
回
想

を
述
べ
、
重
要
な
影
響
を
与
え
た
は
ず
の
数
々
の
指
導
を
ほ
と
ん
ど
記

憶
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
教
育
を
論
じ
る
も
の
の
多
く
も
ま
た
、
現

在
の
教
育
観
が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
無
意
識
の
う
ち
に
形
成
さ
れ
た
か

と
い
う
恩
恵
を
忘
れ
て
は
い
な
い
か
と
述
べ
る
。

第
十
二
号

表
紙
目
次

(
二
)

(
三
)

(
七
)

《
執
筆
者
紹
介

佐
藤
幹
二
氏

西
尾

実
氏

波
多
野
完
治
氏

藤
田
徳
太
郎
氏

藤
村

作
氏

山
本
善
太
郎
氏

吉
田
澄
夫
氏

p
1
7
》

女
子
学
習
院
教
授
・
本
会
理
事

東
京
女
子
大
学
教
授
一
本
会
常
務
理
事

法
政
大
学
教
授

浦
和
高
等
学
校
教
授
・
本
会
評
議
員

東
京
帝
国
大
学
名
誉
教
授
・
文
学
博
士
・
本
会
会
長

東
京
成
蹊
高
等
女
学
校
教
諭

文
部
省
国
語
審
議
会

《
国
語
教
育
学
会
消
息
》

国
語
教
育
学
会
理
事
会

《
奥
付

p
2
5
》

昭
和
十
三
年
十
二
月
五
日
印
刷
発
行

昭
和
十
三
年
十
二
月
十
日
発
行

※
以
下
、
前
号
と
同
じ
。

(
第
一
巻
第
十
二
号
)

《
広
告
》

高
橋
里
美
『
認
識
論
』
『
全
体
の
立
場
』
『
体
験
と
存
在
』

岩
波
書
店
(
p

2
6
)

監
修

藤
村
作
・
久
松
潜
一

編
集

近
藤
忠
義
『
日
本
古
典
読
本
』
[
全

十
二
巻

1
万
葉
集
・
久
松
潜
一

２
源
氏
物
語
・
石
村
定
吉

３
枕

草
子
・
塩
田
良
平

4
堤
中
納
言
物
語
・
倉
野
憲
司

５
新
古
今
集
・

-14-

第
一
巻

第
十
二
号

昭
和
十
三
年

十
二
月
号

巻
頭
言
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
藤
村

作

指
導
案
に
つ
い
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
波
多
野
完
治

蕉
風
俳
諧
の
成
立
過
程
:
…
・
・
・
・
・
山
本
善
太
郎

国
語
教
育
試
論
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

国
漢
教
育
者
の
急
務
・
・
・
・
・
・
・
・
西
尾

実

女
学
校
国
語
科
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
佐
藤
幹
二

中
等
学
校
作
文
雑
感
・
・
・
・
・
・
・
・
藤
田
徳
太
郎

国
語
教
育
時
評
…
…
…
…
…
吉
田
澄
夫
　
（
一
八
）

新
刊
紹
介
・
・
・
…
・
・
・
…
…
…
…
(
二
四
)

国
語
教
育
学
会
消
息
…
…
…
…
…
…
(
一
一
五
)



小
泉
苳
三

６
平
家
物
語
・
永
積
安
明

７
徒
然
草
・
西
尾
実

８
謡

曲
・
風
巻
景
次
郎

９
西
鶴
・
近
藤
忠
義

1
0
芭
蕉
・
頴
原
退
蔵

H

近
松
・
重
友
毅

1
2
現
代
短
歌
・
石
山
徹
郎
]

第
一
回
配
本
・
石
村

貞
吉
『
源
氏
物
語
』

日
本
評
論
社
(
裏
表
紙
見
返
し
)

和
辻
徹
郎
『
人
格
と
人
類
性
』
『
風
土
』
『
倫
理
学
』
『
人
間
の
学
と
し

て
の
倫
理
学
』
『
面
と
ペ
ル
ソ
ナ
』

岩
波
書
店
(
裏
表
紙
)

《
記
載
内
容
概
要
》

巻
頭
言
の
教
科
目
の
重
点
(
藤
村
作
)
は
、
国
民
教
育
と
い
う
立
場

か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
正
確
さ
と
自
由
さ
に
注
目
し
た
生
活
重
視
の
側

面
と
、
伝
統
文
化
・
精
神
の
陶
冶
と
い
う
側
面
と
の
、
二
重
性
を
備
え

る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。

指
導
案
に
つ
い
て
(
波
多
野
完
治
)
は
、
指
導
案
を
重
視
し
そ
れ
を

順
守
し
た
授
業
を
強
く
意
識
す
る
教
師
が
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
そ
も

そ
も
授
業
は
臨
機
応
変
な
対
応
を
必
要
と
す
る
一
過
性
の
「
生
き
も
の
」

で
あ
る
と
い
う
と
ら
え
か
た
を
強
調
し
、
そ
の
上
で
指
導
案
と
教
授
記

録
の
重
要
性
を
説
い
て
い
る
。

蕉
風
俳
諧
の
成
立
過
程
(
山
本
善
太
郎
)
は
、
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』

の
旅
の
途
中
に
名
古
屋
で
「
冬
の
日
」
を
成
し
、
蕉
風
俳
諧
を
確
立
す

る
ま
で
の
過
程
を
、
寛
文
期
か
ら
ふ
り
か
え
っ
て
整
理
し
た
も
の
。
そ

の
「
僧
侶
的
な
陰
師
的
な
生
き
方
」
を
強
調
し
、
最
後
に
「
現
代
に
於

い
て
も
十
分
の
意
義
を
持
ち
得
る
も
の
」
は
こ
の
「
芭
蕉
的
の
生
き
方
・

行
き
方
で
あ
る
」
と
す
る
。

国
語
教
育
試
論
は
「
中
等
学
校
に
於
け
る
国
語
科
の
諸
問
題
」
の
副

題
の
下
、
三
編
の
小
論
を
収
め
る
。
国
漢
教
育
者
の
急
務
(
西
尾
実
)

は
、
中
学
教
育
の
現
場
に
お
い
て
各
教
師
が
孤
立
的
に
授
業
を
行
っ
て

い
る
現
状
を
批
判
し
、
担
当
者
同
士
の
連
絡
と
全
体
的
取
り
組
み
と
を

促
す
も
の
。
女
学
校
国
語
科
(
佐
藤
幹
二
)
は
、
女
学
校
の
国
語
科
が

不
振
で
あ
る
原
因
を
、
年
齢
に
伴
う
国
語
に
対
す
る
興
味
関
心
の
低
下
、

教
科
書
編
纂
に
工
夫
が
足
り
ず
女
性
向
け
の
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
こ

と
、
女
学
校
教
師
の
国
語
尊
重
精
神
の
乏
し
さ
の
三
点
を
指
摘
す
る
。

中
等
学
校
作
文
雑
感
(
藤
田
徳
太
郎
)
は
、
小
学
校
に
比
べ
て
中
学
校

で
の
作
文
指
導
の
時
間
数
の
乏
し
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
受
験

作
文
の
指
導
に
振
り
回
さ
れ
て
、
生
活
凝
視
の
姿
勢
が
失
わ
れ
て
い
る

こ
と
も
問
題
で
あ
り
、
改
革
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。

国
語
教
育
時
評
-
国
語
国
字
問
題
展
望
-
(
吉
田
澄
夫
)
は
、
近
年

議
論
が
高
ま
っ
て
い
る
国
語
国
字
問
題
を
、
各
方
面
か
ら
の
「
言
語
、

文
章
、
文
字
に
対
す
る
簡
易
化
の
要
求
」
と
と
ら
え
、
昭
和
十
三
年
の

国
語
問
題
を
展
望
す
る
。

ま
ず
山
本
有
三
の
「
戦
争
と
二
人
の
婦
人
」
で
の
振
仮
名
廃
止
論
の

主
張
、
そ
れ
を
支
持
す
る
保
科
孝
一

(
国
語
教
育
)
・
石
黒
修
(
東
京

朝
日
新
聞
)
に
続
き
、
谷
川
徹
三
(
「
日
本
語
と
日
本
精
神
」
国
語
運

動
七
月
号
・
「
国
語
と
現
代
人
の
言
葉
」
十
一
月
十
三
日
夜
東
京
中
央

-

15
-



放
送
)
に
至
っ
て
「
純
粋
の
国
語
」
で
は
な
い
漢
語
を
整
理
せ
よ
と
い

う
主
張
に
な
っ
た
こ
と
を
「
時
期
に
適
し
て
ゐ
る
」
と
す
る
。
そ
し
て

学
者
の
側
か
ら
は
、
山
田
孝
雄
の
「
日
本
語
の
純
粋
性
」
(
東
京
朝
日

新
聞
六
月
二
十
四
日
-
二
十
七
日
)
の
よ
う
な
「
国
語
の
純
粋
性
を
明

ら
か
に
」
す
る
た
め
の
漢
語
整
理
論
が
出
さ
れ
る
一
方
、
漢
字
の
社
会

性
に
も
注
目
し
た
安
藤
正
次
「
現
代
日
本
語
に
お
け
る
漢
字
の
問
題
」

(
国
語
・
国
文
、
十
月
号
)
・
春
日
政
治
「
国
語
問
題
展
望
」
(
同
)
な

ど
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
動
き
と
し
て
は
、
文
部
省
国
語
審
議
会
が
昭

和
九
年
十
二
月
に
設
置
、
翌
年
三
月
に
漢
字
の
調
査
に
関
す
る
件
・
仮

名
遣
の
改
定
に
関
す
る
件
・
文
体
の
改
善
に
関
す
る
件
・
国
語
の
統
制

に
関
す
る
件
の
四
事
項
が
大
臣
よ
り
諮
問
さ
れ
、
字
体
整
理
の
案
が

十
三
年
七
月
十
四
日
に
ま
と
ま
り
、
大
臣
に
答
申
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
間
活
発
に
活
動
し
た
の
が
国
語
協
会
(
昭
和
十
二
年
六
月
に
前

国
語
協
会
と
国
語
愛
護
同
盟
と
言
語
問
題
談
話
会
と
が
合
併
)
で
、
機

関
誌
国
語
運
動
に
よ
っ
て
盛
ん
に
啓
蒙
活
動
を
行
っ
た
。

漢
字
制
限
以
外
の
国
語
問
題
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
日
本
語
の
源
外

発
展
で
あ
り
、
満
州
で
の
国
民
学
校
用
教
科
書
第
一
巻
の
完
成
、
台
湾

で
の
日
本
語
普
及
活
動
の
進
展
な
ど
の
成
果
を
称
え
つ
つ
も
、
「
そ
れ

に
応
ず
る
日
本
語
の
整
理
」
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
不
安
視
す
る
。

こ
れ
ら
の
動
き
と
連
動
し
た
、
日
本
文
化
学
校
(
芝
公
園
内
所
在
)

に
お
け
る
日
本
語
教
授
法
講
習
会
、
日
本
放
送
協
会
に
よ
る
放
送
用
語

調
査
事
業
、
新
読
本
の
完
成
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

新
刊
紹
介
は
波
多
野
完
治
『
創
作
心
理
学
』
(
巌
松
堂
)
を
扱
う
(
評

者
の
氏
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
)
。
「
文
章
と
将
棋
の
創
作
心
理
」
「
作

家
の
創
作
心
理
」
「
創
作
心
理
の
周
囲
」
の
三
部
か
ら
な
る
創
作
過
程

の
心
理
学
的
研
究
。

(
続
)

(
う
ど
う
・
ゆ
た
か

本
学
教
授
)
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